


ごあいさつ

　このたび、当館では北茨城市出身のコレクターによる浮世絵のプライベートコレクションを

紹介する企画展を開催します。

　江戸時代後半から明治時代にかけての爛
らん

熟
じゅく

期
き

を迎えた浮世絵の精
せい

華
か

を示す同コレクションは、

隅
すみ

田
だ

川
がわ

流域が育
はぐく

んだ豊かな暮らしと文化を今に伝えています。それらは失われた江戸の風景を

あらわすと同時に、絵の中には花見やファッションを楽しむ人々の様子が息づいています。江戸

の人々の姿からは、現代を生きる私たちの暮らしにも通じるものを見出すことができるでしょう。

　歌川広
ひろ

重
しげ

があらわした隅田川の名所をはじめ、“奇
き

想
そう

の絵師”歌川国
くに

芳
よし

が捉
とら

えた人々の暮らし、

江戸の町民から絶大な人気を誇
ほこ

った歌川国
くに

貞
さだ

から明治の世に活
かつ

躍
やく

した月岡芳
よし

年
とし

、小林清
きよ

親
ちか

まで

浮世絵約250点を紹介しながら、華やかな江戸文化へとご案内します。

　最後になりましたが、貴重な作品をご出品いただいたご所蔵家、ご支援を賜りましたパートナー

企業の皆様をはじめ関係各位に厚く御礼を申し上げます。

� 令和７年４月

� 茨城県天心記念五浦美術館
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曳舟駅 京成曳舟駅
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東武亀戸線
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浅草駅 浅草寺
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枕橋
吾妻橋

三囲神社

牛嶋神社（牛御前）

長命寺

弘福寺

浅草駅

真崎

関屋

待乳山聖天

吉原遊郭

今戸

本展出品の浮世絵に描かれた隅田川の名所

＊地図は現在のもので、江戸時代後期のものとは異なる。
＊牛嶋神社は江戸時代には弘福寺付近に位置した。
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第１章　ようこそ隅田川へ
　都が京都にあった古来より、隅田川は東国有数の歌枕として知られていました。特に『伊勢
物語』「東下り」の段で、在

あり

原
わらの

業
なり

平
ひら

が「名にし負
お

はば　いざこと問はむ　都
みやこ

鳥
どり

　わが思ふ人は　
ありやなしやと」と隅田川の都鳥（ユリカモメ）を歌に詠んだことはよく知られています。近
世に入り、江戸の経済を支える市中最大の河川として発展を遂げた隅田川は、交通の要

よう

衝
しょう

地となっ
たばかりでなく行楽地としても親しまれ、浅草や待

まつ

乳
ち

山
やま

、三
み

囲
めぐり

神社といった観光名所は多くの
人で賑わいました。また浮世絵の絵師、彫師、摺

すり

師も周辺地域に集い、流行の発信地となりま
した。
　本章では、隅田川流域の様子を伝える浮世絵作品を紹介します。一枚の風景画として隅田川
を捉えたものから、花見や舟遊びを楽しむ人々の姿にスポットをあてるもの、あるいは風景と
美人を組み合わせたものまで、その豊かな表現をお楽しみください。

歌川広重「東都名所隅田川堤の花　同向島名所一覧」安政元（1854）年　大判三枚続
浅草から向島方面を鳥

ちょう

瞰
かん

して隅田川流域が描かれています。帆船や屋根舟が幾
いく

艘
そう

も行き交い、往来する人々の
賑
にぎ

わいを伝えます。手前中央には待
まつ

乳
ち

山
やま

（莫土山）、対岸には三
み

囲
めぐり

神社（三囲いなり）、牛嶋神社（牛の御前）
など、様々な名所が描かれています。対岸一帯を桜が彩っていますが、堤をよく見ると花見に興じる人々も細
かく描き込まれています。
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溪
けい

斎
さい

英
えい

泉
せん

「江戸八景　隅田川の落
らく

雁
がん

」弘化（1844－1848）頃　大判
中国の瀟

しょう

湘
しょう

八景にならって江戸名所の八景をシリーズにしたもので、本図は瀟湘八景の平
へい

沙
さ

落雁にかけています。
雁が飛び行く先、遠くに見えるのは筑波山です。「西の富士、東の筑波」として、江戸時代から人々の信仰を
集めていました。

二代歌川広重「東都三十六景　隅田川　三囲り堤」 
文久２（1862）年　大判

二代歌川広重「江戸名勝図会　永
えい

代
たい

橋
ばし

」 
文久２（1862）年　大判
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歌川国貞「江戸八景ノ内　隅田つゝみの晴嵐」弘化（1844－1848）初期　大判三枚続

歌川国芳「当盛江戸鹿
かの

子
こ

　永
えい

代
たい

橋
ばし

ノ景」 
天保（1830－1844）前期　大判
江戸鹿子とは、鹿の斑点のように模様を出す染織の
技法「鹿の子絞り」の上方での呼び名です。江戸時
代の地誌『江戸鹿子』は、関東一帯を布地に見立て
鹿の子のように所々の地域を取り上げるものですが、
国芳の本シリーズもまた名所を左上のコマ絵に描き
ながら、女性の全身像と組み合わせています。本図
はコマ絵に永代橋の欄

らん

干
かん

と佃
つくだ

島
じま

を、手前には料亭の
給仕らしき女性を描いています。

歌川国貞「扇
おうぎ

合
あわせ

隅田川八景　橋場の春雨」 
弘化（1844－1848）初期　大判
隅田川両岸の景勝地を扇形の枠内に描き、女性の
全身像と組み合わせた全八図のシリーズです。隅田
川の「橋場の渡し」とは、真崎と白

しら

鬚
ひげ

を繋ぐ渡しで
す。扇形に描かれる風景は、真崎あたりから対岸の
水神の森を捉えたものです。女性は竹竿と桶

おけ

を使っ
て水を汲

く

んでおり、正月の水汲みの様子が描かれま
す。水の流れる様を雨に見立てて「春雨」としたの
でしょう。
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二代歌川国貞「隅田川岡の賑ひ」安政３（1856）年　大判三枚続
江戸時代、幕府公認の遊郭は吉原のみで、それ以外の遊郭を岡場所といいました。安政２（1855）年の江戸地
震は隅田川流域に甚大な被害をもたらし、吉原遊郭は仮宅での営業を余儀なくされます。本図は都鳥の戯れる
ことから、隅田川沿いであると分かりますが、仮宅に移った吉原の遊女を描いたものでしょう。中央の遊女の
もとには禿

かむろ

が書簡を届けています。

歌川国芳「忠孝名誉奇人伝　其
き

角
かく

」 
弘化２（1845）年頃　大判
忠義や孝行、名誉といったものをテーマに歴史上の人物を
とりあげるシリーズです。「其角」とは江戸前期の俳人、宝
井其角を指し、本図の画面上部に其角の句「夕立や　田を
みめくりの　神ならは」を示しますが、其角その人は描か
れません。三囲神社には、其角がこの句を詠んだ翌日に雨
が降ったという伝承があり、これに因

ちな

んで、舟上の女性が
傘をさして雨をしのぐ一場面を描いています。
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第２章　国芳、国貞が描く美人とファッション
　浮世絵はその黎

れい

明
めい

期
き

より遊女や芸者を好画題とし、そうした女性を描く「美人画」は重要なジャ
ンルとして多くの作品が生み出されました。本章では、歌川豊

とよ

国
くに

門下で人気を二分した国芳・
国貞の作品を通じて、江戸後期における美人画の表現を紹介します。この時期は奢

しゃ

侈
し

禁
きん

令
れい

を掲
げる天保の改革により、浮世絵の表現にも統制がかかり遊女や芸者を描くことが禁じられます。
しかし絵師たちは法の目をかいくぐるように、知恵を絞っては何かしらのテーマにかこつけて
美人画を描く口実を模索しました。新しいもの好きの江戸っ子の需要に応えるため、最新のファッ
ションを反映させることに趣向を凝らした浮世絵からは、当時の着物や髪型のトレンドをうか
がうことができます。

歌川国貞「春
しゅん

遊
ゆう

娘
むすめ

七草（七草爪）」 
弘化（1844－1848）頃　大判
「春遊娘七草」は春の七草を中心とした正月の行事
を美人とともにあらわした全七図の揃物です。本図
の女性は身をかがめて鋏

はさみ

で爪を切っており、手前に
は水を張った盥

たらい

が置かれています。これは七草爪と
いう風習で、正月七日に七草を浸した水をつけて爪
を切ることで、その一年はいつ爪を切っても問題な
く過ごせるというものでした。

歌川国貞「相撲人形花の取組　不
し ら ぬ い

知火諾
だく

右
え も ん

衛門」 
弘化（1844－1848）頃　大判
人気のあった力士の操り人形を口実として美人の半
身図を描くシリーズです。本図に描かれた人形のモ
デルは、肥

ひ

後
ご

出身で熊本藩のお抱え力士として活躍
をした不知火諾右衛門です。天保11（1840）年に
八代横綱の免許を受けており、人形にも化粧まわし
の上には綱が見られます。
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歌川国芳「江戸自慢程
とう

好
せい

仕
じ

入
いれ

　ごばん嶋」 
弘化４～嘉永元（1847－1848）年頃　大判
コマ絵に芝居の一場面を描き、それに因んだ染織の名
を題とする全５図のシリーズです。右上には着物を包
むたとう紙の形で題枠をとり、国芳のパトロンであっ
た梅

うめ

屋
のや

鶴
かく

壽
じゅ

の狂歌「金閣寺　かたるしかけの　碁盤し
ま　名よせのふみも　白黒の星」が添えられています。
コマ絵は歌舞伎「祇園祭礼信仰記（金閣寺）」で碁の勝
負に負けて碁盤を蹴散らす松永大

だい

膳
ぜん

をあらわし、碁盤
縞模様の着物の女性もまた碁を打っています。

歌川国芳 
「山海愛

めで
度
たい

図
ず

会
え

　けむつたい　丹
たん

波
ば

赤かゐる」 
嘉永５（1852）年　大判
諸国の名産をコマ絵で紹介しながら、「～したい」とい
うテーマで美人画を描くシリーズです。国芳の長女・
芳
よし

鳥
とり

女
じょ

が担当したコマ絵には、当時食用として用いら
れたアカガエルを捕える場面が描かれています。前景
には竈

かまど

の煙に思わず仰
の

け反
ぞ

る女性の様子が描かれ、噴
き出す煙の描写が女性の後頭部まで及んでいます。
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第３章　歌舞伎役者は江戸の顔
　出

いず

雲
もの

阿
お

国
くに

の創始とされる歌舞伎は、江戸の人々にとって一大エンターテイメントでした。人
気の高い役者の浮世絵は需要も多く、全身像を描いたものから、大首絵とよばれる半身を描い
たものまで、様々な役柄に扮した役者絵はいわばブロマイドとして求められました。
　しかし天保の改革は美人画のみならず、役者絵も禁じて風紀の取り締まりを図りました。そ
のため天保、弘化年間の役者絵は特定の役者の似

に

顔
がお

を描くことができず、役者名を不記載とし
たり、あるいは子どもの姿に仮託して描いたりするなどして工夫を凝らしました。禁令がゆる
んだ嘉

か

永
えい

期になると似顔の特定できる役者絵がまた流通し始め、役者絵が復興を果たします。

歌川国芳 
「絵鏡台見立三十木

ぼく
花
か

撰
せん

　忠兵衛　梅川」 
弘化（1844－1848）頃　大判
芝居の人物を鏡の中にあらわし、額縁を関連
する植物で飾りながら、狂歌を添えるシリー
ズです。描かれているのは近松門左衛門作
「冥
めい

途
ど

の飛
ひ

脚
きゃく

」の飛脚問屋・亀屋忠兵衛です。
鏡の縁を飾る梅は、忠兵衛が入れ込んだ遊女・
梅川を暗示しています。公金を横領した忠兵
衛は梅川とともに逃避行に出るという破滅の
道を選びます。本シリーズが制作された弘化
年間は役者の似顔絵を描くことが禁じられて
いたため、特定の役者を当てていません。
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歌川国貞「江戸名所図会八　新吉原　花川戸助六」 
嘉永５（1852）年　大判
桜満開の吉原を背景に、「助六由縁江戸桜（通称：助六）」
の主役助六を演じる八代目市川團十郎が大首絵で描か
れています。「助六」は先代の七代目團十郎が市川家の
お家芸として選定した「歌舞伎十八番」のひとつで、
吉原を舞台とした本演目に江戸の人々は熱狂しました。
江戸紫の鉢巻を頭に締めた助六は、市川家の替紋であ
る杏
ぎょう

葉
よう

牡
ぼ

丹
たん

を胸元にあしらった黒
くろ

羽
は

二
ぶた え

重を着ています。

歌川国芳「荒
あら

獅
じ

子
し

男
おとこ

之
の

助
すけ

」 
嘉永２（1849）年　大判
嘉永２年、八代目市川團十郎は河原崎座上演の「伊

だ

達
て

競
くらべ

阿
お

国
くに

戯
か ぶ き

場」で一人七役を務めます。本図に描かれる
のは、床下警護にあたった荒獅子男之助が、怪しげな
鼠を捕えようとする「床下」の場面。鉄扇を振り上げ
る男之助の迫力を示しながら、逃げる鼠の尻尾だけを
描いています。 このあと、妖術をとき鼠から人間に戻っ
た仁
にっ

木
き

弾
だん

正
じょう

のせり上がりが劇中の見せ場です。
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第４章　浮世絵を“読む”
　浮世絵に“何が描かれているのか”を読み解くことは、浮世絵鑑賞の楽しみのひとつです。
例えば広重、国貞、国芳ら当時人気を誇った三絵師による合作「東海道五十三對

つい

」は、各宿場
にゆかりの風俗や物語を描く作品で、付された詞

ことば

書
がき

の内容とともに鑑賞者が絵をみることが期
待されています。また浮世絵には、画中の題材に様々な物語や故事を重ねる見

み

立
たて

の手法が好ん
で用いられます。天保、弘化年間には道徳教育を重んじる天保の改革の影響で、模範とすべき
歴史上の女性に見立てて美人を描く作品なども登場しました。
　そのほか、浮世絵では記紀神話や平家物語、源氏物語など様々な題材が主題とされました。
逆にいえば、そうした知識や物語が江戸の文化内で共有されていた証でもあります。本章では、
江戸の深い教養に裏付けされた、浮世絵の幅広い表現をご紹介します。

歌川広重「小倉 擬
なぞらえ

百人一首　中納言兼
かね

輔
すけ

　狐葛
くず

の葉　安部童子」　弘化（1844－1848）頃　大判
小倉百人一首を様々な説話や風俗に見立てたシリー
ズで、絵師として広重、国貞、国芳の三者が参加し、
戯作者・柳

りゅう

下
か

亭
てい

種
たね

員
かず

が詞書を付しています。本図は、
会うことのない恋心を詠んだ藤原兼輔の「みかの原　
わきて流るる　泉川　いつ見きとてか　恋しかるら
む」を葛

くず

葉
のは

伝説に見立てます。描かれているのは、
女性の姿に化けた狐が我が子を残して立ち去る、母
子の別れのシーンです。

歌川国貞「源氏後集余情　発端　石山寺源氏の間」 
安政５（1858）年　大判
源氏物語五十四帖をもじった題による本シリーズは、
江戸末期に刊行された柳

りゅう

亭
てい

種
たね

彦
ひこ

作・国貞挿絵による
『偐

にせ

紫田舎源氏』との関連が指摘されています。「発
端」とする本図に描かれるのは、まさに文

ぶん

台
だい

で源氏
物語を執筆中の紫式部です。滋賀大津の石山寺には
式部が源氏物語を起筆したとの伝承があり、今日も
「源氏の間」として部屋が残っています。
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歌川国芳「東海道五十三對
つい

　桑名」 
天保14～弘化４（1843－1847）年　大判
桑名宿は現在の三重県桑名市に位置しました。地名に
かけて描かれるのは、船乗り桑名屋徳蔵と大坊主の問
答で知られる逸話です。大晦日に船を出してはならな
いという禁令をやぶり航海に出た徳蔵は、荒れ狂う海
上で大坊主と遭遇します。「怖くないのか」と尋ねる大
坊主に対して、徳蔵が「世の中の方がよほど怖い」と
答えると、大坊主は退散したといいます。

歌川国芳「賢女烈婦伝　常
と き わ

盤御
ご

前
ぜん

」 
天保13（1842）年　大判
平家物語で知られる常盤御前は源義

よし

朝
とも

の側室として今
若、乙若、牛若の三子を設けました。本図は平治の乱
で義朝が討たれた後、正体を隠すように幼子と雪路を
逃げる常盤御前を描いています。よく見ると吹雪では
ためく着物の隙間から、今若、乙若の姿が見えます。
後の義経、牛若はというと、母の懐に抱かれ、青衣で
包まれた頭部だけがのぞいています。
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第５章　江戸から東京へ
　明治元（1868）年、およそ260年の長きに渡った江戸時代が終わり、新しい時代が到来します。
江戸から東京へと都市の風景が生まれ変わるなか、浮世絵に描かれる人々の装いにも変化があ
らわれます。また小林清

きよ

親
ちか

の作品に代表されるように、光の描写を取り入れた革新的な浮世絵
表現も登場します。
　しかし、明治改元によって人々の生活が一気に変わったわけではありません。観光名所をた
ずねたり、隅田川の花見を楽しんだりする人々の姿は昔と同じように浮世絵に描かれており、
江戸文化と地続きであることを思わせます。本章では、楊

よう

洲
しゅう

周
ちか

延
のぶ

、小林清親らを中心に、近代
の浮世絵を紹介します。

小林清親「向島桜」明治13（1880）年　22.8×35.0㎝
桜のシーズンが到来した向島の景観を捉えています。隅田川の向こうには、浅草寺の五重塔ごしに富士が聳

そび

え
ています。花見を楽しむ人々の様子からは、江戸時代と変わらない隅田川の賑わいが伝わってきますが、髷

まげ

の
男性と断髪した男性がともに描かれるほか、洋風の帽子をかぶった男性の姿も画面からうかがえ、時代の移り
変わりを思わせます。

14



尾
お

竹
たけ

国
くに

一
かず

「東京十二月之内三月　向島春景」明治34（1901）年　21.4×29.6㎝
東京の名所と美人を組みわせた十二か月から成るシリーズです。三月の図はコマ絵に向島で花見を楽しむ人々
の姿を捉え、前景には稚

ち

児
ご

髷
まげ

に雛人形を手にする若い娘を配し、季節にちなんだ組み合わせとなっています。

楊洲周延「見立十二支　丑　向島牛島神社」 
明治27（1894）年　大判

楊洲周延「見立十二支　酉　浅草田
た ん ぼ

圃酉の市」 
明治26（1893）年　大判
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高橋松亭「すみ田川」 
大正13～昭和２（1924－1927）年　37.7×17.0cm

企画展「浮世絵展―隅田川でたどる江戸の暮らしと文化―」リーフレット

会　期 令和７年４月26日（土）～６月８日（日）
前期：４月26日（土）～５月18日（日）　後期：５月20日（火）～６月８日（日）

主催・会場 茨城県天心記念五浦美術館

後　援 朝日新聞水戸総局／茨城新聞社／NHK水戸放送局／産経新聞社水戸支局／東京新聞水戸支局／
毎日新聞水戸支局／読売新聞水戸支局／LuckyFM茨城放送／北茨城市／北茨城市教育委員会

編集・発行 茨城県天心記念五浦美術館　©2025

執筆・構成 茨城県天心記念五浦美術館　副主任学芸員　塩田釈雄
※�本展出品作の多くは、2020年にたばこと塩の博物館で開催された企画展「隅田川に育まれた文化　浮世絵
に見る名所と美人」で紹介されました。本リーフレット執筆にあたり同展図録を参照しました。

制　作 光和印刷

本展はパートナー企業からの支援を受けています。
株式会社常陽銀行／関彰商事株式会社／ザ・ヒロサワ・シティ／株式会社アダストリア／茨城県近代美術館友の会／
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茨城トヨペット株式会社／学校法人リリー文化学園／沼尻産業株式会社／水戸ヤクルト販売株式会社
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